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思
い
返
し
て
み
れ
ば
、「
八
〇
後
」
世
代
の
編
集
長
・
蘇
静
君
と
知

り
合
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
だ
。
季
節

は
冬
、
そ
れ
も
稀
に
み
る
厳
冬
で
、
私
は
北
京
で
作
家
の
李
鋭
氏
と
の

共
著
『
焼
夢
』
の
出
版
に
あ
わ
せ
て
講
演
会
を
開
い
た
。
主
催
者
は
広

西
師
範
大
学
出
版
社
と
日
本
の
国
際
交
流
基
金
だ
っ
た
。
こ
の
新
作
は

日
本
紀
行
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
だ
っ
た
し
、
講
演
会
は
李
鋭
氏
と
の
対

談
形
式
に
し
た
の
で
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
だ
っ
た
。
私
の
背
後
の
横

断
幕
に
は
「
中
国
人
作
家
の
見
た
日
本
」
と
中
国
語
で
書
か
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
出
版
記
念
講
演
会
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の
莫
言
氏
や
人
気

作
家
の
蘇
童
氏
と
も
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
。
莫
言
氏
と
は
上
海
で
、

蘇
童
氏
と
は
武
漢
で
開
催
し
た
も
の
だ
。
講
演
会
を
聞
き
に
来
た
蘇
静

君
に
こ
ん
な
話
を
し
た
記
憶
が
あ
る
。「
中
国
の
日
本
に
対
す
る
理
解

は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
作
家
の
余

華
氏
と
京
都
観
光
を
し
た
と
き
に
、
ホ
テ
ル
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
偶
然

女
流
作
家
の
陳
染
氏
と
出
く
わ
し
た
が
、
こ
ん
な
偶
然
が
今
の
時
代
を

物
語
っ
て
い
る
よ
」。
そ
れ
を
聞
い
た
蘇
静
君
も
様
々
な
話
を
し
、
最

後
に
「
将
来
、
日
本
文
化
を
知
る
た
め
の
雑
誌
を
出
版
し
た
い
、
毛
先

生
も
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
そ
の
場
で
快
諾
し
、
主

筆
の
立
場
で
テ
ー
マ
選
び
と
日
本
で
の
取
材
に
加
わ
る
こ
と
な
ど
を
約

束
し
た
。
こ
れ
ま
で
何
人
も
の
中
国
人
作
家
の
初
訪
日
に
同
行
し
、
先

ほ
ど
の
李
鋭
氏
の
よ
う
な
男
性
作
家
だ
け
で
な
く
、
ア
ニ
ー
ベ
イ
ビ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
女
性
作
家
に
も
同
行
し
た
も
の
だ
。
彼
女
は
京
都
の

手
工
芸
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
妻
と
三
人
で
染
色
工
房
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
で
彼
女
は
老
職
人
の
説
明
に
聞
き
入
り
、
そ
れ
は
一
枚

の
絵
の
よ
う
な
光
景
だ
っ
た
。
一
人
の
中
国
人
の
女
性
作
家
が
自
然
な

状
態
で
日
本
の
細
部
に
入
り
込
む
、
こ
ん
な
テ
ー
マ
は
、
文
字
だ
け
の

『
知
日
』
と
私

　

毛　

丹
青



3　　『知日』と私

版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
「
尖
閣
諸
島
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
が
あ
っ

た
ば
か
り
で
、
中
国
で
は
反
日
運
動
が
起
き
て
い
る
と
き
に
日
本
の
雑

誌
を
出
す
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
？
」
と
多
く
の
人
か
ら
聞
か
れ
た
。

私
の
答
え
は
「
一
番
相
容
れ
な
い
相
手
か
ら
学
ぶ
の
が
一
番
い
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
よ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
否
定
で
き
な
い
事
実
と
し

て
、
こ
の
数
年
、
日
本
の
内
閣
府
の
調
査
結
果
で
は
、
中
国
に
好
感
を

持
た
な
い
日
本
人
が
八
〇
％
い
る(

『
読
売
新
聞
』
二
〇
一
二
年
一
一
月

二
五
日)

。
今
の
日
中
関
係
は
、
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
以
降

で
最
悪
の
段
階
と
も
い
え
る
。

　
『
知
日
』
は
一
人
の
人
で
は
な
く
一
つ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
か
ら
、
皆

が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り
の
視
野
で
日
本
を
観
察
し
て
い
る
。
中
国
文
化

の
背
景
を
参
照
す
る
者
、
中
国
と
日
本
以
外
の
国
の
文
化
と
比
較
す
る

者
、
記
事
の
端
々
か
ら
各
人
の
興
味
の
在
り
方
が
読
み
取
れ
る
。
何
年

も
前
の
「
視
点
論
点
」
と
い
う
N

　

H
　

K
テ
レ
ビ
番
組
で
「
等
身
大
」
の

意
味
に
つ
い
て
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
日
本
語
の
「
等
身
大
」
と

い
う
言
葉
の
意
味
は
、「
あ
り
の
ま
ま
」
と
い
う
こ
と
だ
。
誇
張
せ
ず

蔑
視
せ
ず
賛
美
せ
ず
、
文
化
の
記
録
と
叙
述
と
し
て
、
今
後
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
道
を
つ
く
る
。
後
に
『
知
日
』
創
刊
に
参
加
し
た
の
も

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
な
の
だ
。

　

こ
の
二
年
、
編
集
長
の
蘇
静
君
と
は
こ
ま
め
に
連
絡
を
と
り
続
け
、

雑
誌
作
り
の
構
想
の
多
く
は
国
際
テ
レ
ビ
電
話
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

本
に
す
る
よ
り
、
雑
誌
の
形
で
再
現
す
る
の
が
一
番
向
い
て
い
る
と
感

じ
た
。
こ
の
点
で
蘇
静
君
と
私
の
見
方
は
完
全
に
一
致
し
た
。

　

私
達
の
考
え
を
そ
の
後
ず
っ
と
温
め
続
け
、
そ
れ
か
ら
の
二
年
間
、

北
京
に
戻
る
た
び
に
蘇
静
君
と
会
っ
た
が
、
会
議
と
い
う
も
の
は
開
か

ず
い
つ
も
食
事
を
し
な
が
ら
思
い
つ
く
ま
ま
に
語
り
合
っ
た
。
私
は
日

本
に
暮
ら
し
て
二
五
年
の
中
国
人
だ
。
北
京
か
ら
神
戸
に
住
ま
い
を
移

し
、
日
本
語
で
日
本
人
を
描
き
続
け
、
第
一
作
『
に
っ
ぽ
ん
虫
の
眼
紀

行
』（
法
蔵
館
・
文
春
文
庫
）
を
出
し
た
の
は
一
九
九
八
年
の
こ
と
。
そ

れ
か
ら
一
五
年
も
経
つ
。
蘇
静
君
は
湖
南
生
ま
れ
で
北
京
に
進
学
し
、

卒
業
後
も
北
京
に
残
っ
て
出
版
社
に
就
職
し
、
非
凡
な
業
績
を
残
し
て

き
た
。
し
か
し
彼
の
専
攻
は
日
本
と
は
全
く
関
係
な
い
し
、
日
本
語
も

話
せ
な
い
。
だ
か
ら
彼
と
私
と
で
『
知
日
』
を
創
刊
す
る
と
き
に
は
、

私
の
よ
う
な
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
人
間
と
、
日
本
の
外
で
暮
ら
し
て

い
る
が
日
本
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
彼
と
い
う
、
中

国
の
今
の
時
代
の
縮
図
の
よ
う
な
組
合
せ
に
な
っ
た
。
他
人
を
知
る
こ

と
は
我
々
を
豊
か
に
す
る
。
つ
ま
り
「
知
日
者
」
は
「
智
者
」
だ
。『
知

日
』
第
五
巻
か
ら
誌
名
の
ロ
ゴ
を
縦
向
き
に
変
え
、「
知
日
」
の
文
字

を
横
に
並
べ
ず
積
み
重
ね
る
デ
ザ
イ
ン
に
し
た
の
も
、「
智
」
に
見
え

る
よ
う
に
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。
私
は
「
智
者
無
敵
」
と
い
う
言
葉

を
信
じ
て
い
る
の
だ
。

　
『
知
日
』
は
二
〇
一
一
年
一
月
初
め
に
創
刊
さ
れ
た
。
北
京
で
の
出
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だ
。
一
緒
に
上
海
と
北
京
の
大
学
に
行
っ
て
開
催
し
た
『
知
日
』
講
演

会
、
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
、
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
、
日
本
各
地

へ
の
取
材
旅
行
…
…
彼
と
の
付
き
合
い
の
な
か
か
ら
、
私
は
二
五
年
も

前
の
、
ま
だ
日
本
に
来
る
前
の
感
覚
を
探
り
当
て
た
よ
う
だ
。

　

当
時
は
単
純
な
好
奇
心
を
持
っ
て
い
た
。
飛
行
機
か
ら
降
り
る
と
日

本
の
空
気
は
味
噌
の
に
お
い
が
す
る
と
感
じ
た
よ
う
に
、
見
る
も
の
す

べ
て
が
新
鮮
だ
っ
た
。
幼
稚
園
の
子
供
が
真
冬
で
も
半
ズ
ボ
ン
を
穿
い

て
い
る
の
を
見
て
は
、
こ
の
子
達
は
関
節
炎
に
な
っ
た
り
し
な
い
の
だ

ろ
う
か
、も
っ
と
小
さ
い
と
き
は
尻
割
れ
ズ
ボ
ン
を
穿
く
の
だ
ろ
う
か
、

と
か
そ
ん
な
疑
問
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
思
い
切
っ
て
学
者
に

質
問
し
た
ら
、「
日
本
の
こ
と
は
、
頭
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
目
で

見
る
の
が
一
番
だ
。
日
本
料
理
み
た
い
な
も
の
で
、
味
わ
い
と
目
で
見

る
楽
し
み
の
価
値
が
半
々
く
ら
い
だ
」
と
言
わ
れ
た
。

　
『
知
日
』の
編
集
者
は
み
ん
な「
八
〇
後
」世
代
だ
。
私
に
比
べ
る
と
、

家
か
ら
世
界
を
見
る
こ
と
が
多
い
若
者
で
あ
り
、
目
で
観
察
す
る
こ
と

も
多
い
若
者
だ
。
D

　

V
　

D
、
ア
ニ
メ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
。
私
が
彼
ら

の
年
齢
だ
っ
た
頃
と
比
べ
て
、
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
が
桁
違
い
に
増
え

た
。
日
本
の
出
版
業
界
の
友
人
か
ら
は
『
知
日
』
は
作
り
が
綺
麗
だ
と

褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
ん
な
と
き
は
こ
う
答
え
る
。「
中
国

の
若
者
の
眼
は
、
相
手
の
国
の
文
化
を
細
か
く
、
深
く
見
る
か
ら
」
と
。

　

例
え
ば
、『
知
日
』
猫
特
集
の
表
紙
は
、
猫
の
鼻
の
ア
ッ
プ
だ
。
出

版
前
に
若
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
幾
つ
か
の
案
が
出
さ
れ
、
そ
の
な
か
か
ら

私
は
こ
の
表
紙
を
強
く
推
し
た
。
編
集
長
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
は
、
日
本

の
書
店
で
見
か
け
る
猫
の
本
で
鼻
の
ア
ッ
プ
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な

い
、
多
く
が
猫
の
眼
だ
と
主
張
し
た
。
他
が
し
な
い
よ
う
な
こ
と
を
敢

え
て
し
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ま
た
『
知
日
』
鉄
道
特
集
の
表
紙
は
お
も
ち
ゃ
の
列
車
だ
。
こ
の
マ

ニ
ア
ッ
ク
な
一
品
は
『
知
日
』
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
私
と
一
緒
に
神
奈
川

県
に
取
材
し
た
夏
に
購
入
し
た
も
の
で
、
蘇
編
集
長
が
こ
れ
を
気
に

入
っ
て
激
写
し
は
じ
め
、
後
日
表
紙
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
表
紙
は
本
格
的
な
編
集
会
議
で
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
い
て

い
は
各
人
の
感
性
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　

私
は
日
常
の
観
察
、
す
な
わ
ち
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き
な
こ
と
が
分

か
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
も
う
一
つ
、
慌
て
ず
騒
が
ず
落
ち
着
い
た

気
持
ち
で
相
手
の
国
の
文
化
を
見
る
べ
き
だ
と
も
主
張
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
夏
、『
知
日
』
取
材
チ
ー
ム
と
一
緒
に
富
士
山
に
登
っ
た
が
、

や
は
り
年
の
せ
い
で
体
力
で
は
若
い
編
集
長
に
か
な
わ
ず
、
途
中
で
あ

き
ら
め
た
。
編
集
長
は
登
頂
に
成
功
し
、
ご
来
光
も
眺
め
た
。『
知
日
』

第
七
巻
に
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
富
士
山
に
行
か
れ
る

な
ら
ば
、
下
か
ら
見
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
是
非
登
頂
す
る
よ
う
お
勧

め
す
る
」。

　
『
知
日
』
の
雑
誌
作
り
の
原
則
は
、
中
国
の
読
者
の
た
め
に
日
本
の

知日〈最新号〉

特集：断舎離



5　　『知日』と私

生
の
体
験
、
直
の
体
験
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
の
文
化
、
芸

術
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
や
旅
行
な
ど
を
表
現
し
記
録
す
る
こ
と
に
努
め
、

つ
い
に
二
〇
一
三
年
に
は
月
刊
誌
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

最
後
に
、『
知
日
』
高
野
山
取
材
の
感
想
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

私
達
は
無
量
光
院
に
宿
泊
し
た
。
土
生
川
正
賢
住
職
は
私
の
二
五
年
来

の
友
人
で
あ
る
。
日
本
に
来
た
ば
か
り
の
頃
、
彼
は
ま
だ
京
都
外
国
語

大
学
の
学
生
だ
っ
た
。
北
京
で
彼
と
知
り
合
っ
た
時
、
私
は
北
京
大
学

を
卒
業
し
た
ば
か
り
で
、
彼
が
北
京
に
短
期
留
学
に
来
た
と
き
に
一
緒

に
万
里
の
長
城
に
登
っ
た
。
道
々
夢
を
語
り
合
い
、
彼
は
僧
侶
に
な
る

つ
も
り
だ
と
言
い
、私
は
教
授
に
な
る
つ
も
り
だ
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、

二
人
と
も
当
時
の
夢
を
実
現
し
た
わ
け
だ
。
こ
の
話
に
、
そ
の
場
に
い

た
『
知
日
』
取
材
チ
ー
ム
は
感
慨
を
覚
え
た
。
時
間
と
は
す
べ
て
を
豊

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
と
感
じ
た
ら
し
い
。
取
材
を
終
え
て

車
に
乗
り
込
み
、
無
量
光
院
を
後
に
す
る
際
、
土
生
川
住
持
は
合
掌
し

な
が
ら
言
っ
た
。「
空
海
大
師
が
今
日
我
々
を
会
わ
せ
て
く
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
」。

　

こ
の
話
は
『
知
日
』
に
も
書
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
時
間
が
す
べ
て

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
、『
知
日
』
は
中
国
と
日
本
が
共
有
す
る

時
間
の
一
つ
で
あ
り
、
長
い
歴
史
の
大
河
の
中
の
一
滴
の
水
で
あ
る
こ

と
を
、
今
ま
た
改
め
て
確
信
す
る
の
だ
っ
た
。

（
も
う
・
た
ん
せ
い　

作
家　

神
戸
国
際
大
学
教
授
）

三
重
大
学
人
文
学
部
30
周
年
記
念
事
業

三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド
開
設
1
周
年
企
画

「
忍
者
」
か
ら
み
た
日
本
と
中
国
―
交
流
の
歴
史
と
未
来

▼
日
時
：
9
月
6
日
（
金
）
13
時
～
17
時
、
７
日
（
土
）
10
時
～
15

時
▼
会
場
：
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
3
階　

上
野
商
工
会
議
所
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
情
報
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
▼
入
場
無
料
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
：【
6
日
】

《
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
忍
者
の
原
像
と
変
容
―
日
本
・
中
国
と
の
影
響
関
係
》

ゲ
ス
ト
：
崔
世
广
（
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
教
授
）「
忍
者
」
を
通

し
て
み
た
日
中
文
化
交
流　

片
倉
望（
三
重
大
学
人
文
学
部
教
授
）『
孫
子
』

と
『
万
川
集
海
』
と
を
比
較
し
て　

川
上
仁
一
（
三
重
大
学
社
会
連
携
特

任
教
授
）
中
国
の
「
間
諜
」
と
日
本
の
「
忍
者
」《
セ
ッ
シ
ョ
ン
2
「
忍

者
」
像
の
形
成
と
現
代
文
化
》
ゲ
ス
ト
：
関
立
丹
（
北
京
語
言
大
学
日

本
語
学
部
長
）
忍
者
文
学
と
中
国　

秦
剛
（
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
副

教
授
）
中
国
の
娯
楽
・
メ
デ
ィ
ア
の
中
の
「
忍
者
」　

唐
永
亮
（
中
国
社

会
科
学
院
日
本
研
究
所
副
教
授
）
現
代
中
国
に
お
け
る
「
忍
者
」
文
化
の

伝
播
と
受
容
【
7
日
】《
セ
ッ
シ
ョ
ン
3
「
忍
者
」
像
の
展
開
と
交
流

の
可
能
性
―
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
の
若
者
文
化
》
ゲ
ス
ト
：
上
野
高

校
生
、
三
重
大
学
留
学
生
▼
お
問
い
合
わ
せ
：
三
重
大
学
人
文
学
部

チ
ー
ム　

総
務
担
当　

森
本E-m

ail:hum
-som

u@
ab.m

ie-u.ac.jp
☎059-231-9194

【
東
方
書
店
に
て
好
評
発
売
中
】

知
日
（
一
～
一
二
号
）　
苏
静
主
编

中
信
出
版
社　

各
冊
税
込
二
、五
七
二
円

知日〈最新号〉
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http://www.toho-shoten.co.jp/toho-web/search/codes?keyword=379013,377571,376218,375307,373272,371957,368691,367192,357564,351695,345695,341185&bookType=ch&orderType=0&offset=0&current=0
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